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1.はじめに 

スケジュール連携機能は、ＮＩコラボ・顧客創造日報シリーズのスケジュールに登録すると、Google カレンダーに連携して

自動登録することができます。また、Google カレンダーから登録したスケジュール情報もＮＩコラボ・顧客創造日報シリー

ズのスケジュールとして、取り込みができます。 

 

1-1.連携対象製品 

他システムのカレンダー（Googleカレンダー）と連携が可能な対象の製品は以下の通りです。 

 

・ＮＩコラボ 

・顧客創造日報（含む Type-R） 

・顧客深耕日報（含む案件創造統合および Type-R） 

・Sales Force Assistant 

 

 

1-2.連携のタイミング 

スケジュールが連携されるタイミングは以下の通りです。リアルタイムには連携しませんのでご注意ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 ※データ通信量、連携先カレンダーの負荷状況により変動します。 

 

補足  

・他システムのカレンダーからの取り込み間隔は、システム設定より 30～240分内で選択ができ

ます。 

⇒詳細は「2-2-1.スケジュール連携を設定する」を参照してください。 

 

・NI コラボ 

・顧客創造日報 

・顧客深耕日報 

他システムカレンダー 

(Google カレンダー) 

最短で 30 分間隔で取り込む 

数分～数十分で連携(※) 
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2.連携機能を使用するためには 

スケジュール連携を使用するためには、事前に以下の項目を決定してください。 

 

１．ＮＩコラボ・顧客創造日報シリーズのスケジュールを他システム（Google）カレンダーへ連携するか 

  ⇒詳細については、「2-2.システム設定：スケジュール連携設定」を参照してください。 

 

２．他システム（Google）カレンダーのスケジュールをＮＩコラボ・顧客創造日報シリーズへ連携するか 

  

ＮＩコラボに取り込まれたスケジュールは 

公開する / 公開しない / 個人ごとに決定させる 

  ※1と 2の双方向の連携も可能です。 

 

３．スケジュール連携について、個人ごとの変更を許可するか 

  
 

 

GoogleカレンダーAPIを共通で設定し、スケジュール連携は個人で設定する 

・・・「2-1-2 GoogleカレンダーAPI：共通設定、スケジュール連携：個人設

定 手順」を参照してください。 

 

※許可しない場合、スケジュール連携設定はシステム管理者がまとめて設定/変更しなければなりません。 

 

４．スケジュール連携の設定は、まとめて設定するか 

 
 

 

GoogleカレンダーAPIを共通で設定し、スケジュール連携もまとめて設定す

る・・・「2-1-4 GoogleカレンダーAPI：共通設定、スケジュール連携：まと

めて設定 手順」を参照してください。 

 ※設定しない場合、上記 3（スケジュール連携を個人で設定/変更）を設定しなければなりません。 

※Ａ～Ｄは、システム設定「スケジュール連携設定」で設定します。 

   ⇒「2-2.システム設定：スケジュール連携設定」を参照し、こちらより設定を始めてください。 

GoogleカレンダーAPIを個人で設定し、スケジュール連携も個人で設定する 

・・・「2-1-1 GoogleカレンダーAPI：個人設定、スケジュール連携：個人設

定 手順」を参照してください。 

GoogleカレンダーAPIを個人で設定し、スケジュール連携はまとめて設定す

る・・・「2-1-3 GoogleカレンダーAPI：個人設定、スケジュール連携：まと

めて設定 手順」を参照してください。 

連携する場合 

 

Ａ  

 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

 Ｄ 

GoogleカレンダーAPIを 

個人で設定 

GoogleカレンダーAPIを 

共通で設定 

 

許可する 

場合 

GoogleカレンダーAPIを 

個人で設定 

GoogleカレンダーAPIを 

共通で設定 

 

まとめて 

設定する 

場合 
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2-1.設定の種類 

連携機能を使用するためには、下記の設定が必要です。※の設定は必ず必要になります。 

①の設定によって、設定しなければならない箇所が異なりますのでご注意ください。（詳細は、前頁を参照してください。） 

 

 ※運用イメージは、次貢を参考にしてください。 

 

※Google カレンダー 

API 設定 

Google Developers Console で、Google カレンダーAPI 利用の設定を行い

ます。 

 

⇒詳細は、「2-3. GoogleカレンダーAPI の有効化と認証情報の取得」を参照

してください。 

 

※Google カレンダー 

権限付与設定 

Google API 認証情報で作成したサービスアカウントから指定のカレンダーが 

アクセスできるように、選択した Google カレンダーへの権限付与設定を行い

ます。 

 

⇒詳細は、「2-4. Googleカレンダーへの権限付与」を参照してください。 

 

①システム設定 

「スケジュール連携設定」 

スケジュール連携の全社的な利用について設定をします。 

 

⇒詳細は、「2-2.システム設定：スケジュール連携設定」を参照してください。 

 

②システム設定 

「社員情報」 

システム管理者が全社員のスケジュール連携の連携有無・連携設定をします。 

 

⇒詳細は、「2-5.システム設定：社員情報」を参照してください。 

 

③オプション設定 

「スケジュール連携設定」 

各社員がスケジュール連携について設定します。 

※社員ごとにスケジュール連携の設定変更を許可されている場合 

 

⇒詳細は、「2-6.オプション設定：スケジュール連携設定」を参照してくださ

い。 

 

 

注意 
・スケジュール連携における注意事項について 

設定の際は、「2-7.スケジュール連携における注意事項」を参照しながら設定を行ってください。 
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2-1-1.GoogleカレンダーAPI：個人設定、スケジュール連携：個人設定 手順 

 

＜運用イメージ＞ 

GoogleカレンダーAPI利用設定を含め、Googleカレンダーと NI製品スケジュールとの連携まで全て個人（社員）で設定

していただくイメージです。 

  

GoogleカレンダーAPIを個人で設定し、スケジュール連携も個人で設定するするためには以下の設定ステップで実施してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

Step１ 

Google カレンダーAPI の 

有効化と認証情報の取得をする 

【個人（社員）】 

Google Developers Consoleで、GoogleカレンダーAPIの利用設定を 

行います。 

 

⇒詳細は、「2-3. GoogleカレンダーAPI の有効化と認証情報の取得」を

参照してください。 

Step２        

Google カレンダーへの 

権限付与設定 

【個人（社員）】 

Google API 認証情報で作成したサービスアカウントから指定のカレン

ダーがアクセスできるように、選択した Googleカレンダーへの権限付与

設定を行います。 

 

⇒詳細は、「2-4. Google カレンダーへの権限付与設定」を参照してくだ

さい。 

Step3        

オプション設定 

「スケジュール連携設定」 

各社員がスケジュール連携を設定します。 

※社員ごとにスケジュール連携の設定変更を許可されている場合 

オプション設定-スケジュール連携設定の認証設定で「個別に認証情報を

設定する」を選択します。 

 

⇒詳細は、「2-6.オプション設定：スケジュール連携設定」を参照してく

ださい。 

GoogleカレンダーAPI：個人で設定 

個人（社員）ごとに 

GoogleカレンダーAPI設定を行う 

 

スケジュール連携：個人で設定 

個人（社員）ごとにスケジュール連携設定を行う 
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2-1-2.GoogleカレンダーAPI：共通設定、スケジュール連携：個人設定 手順 

 

＜運用イメージ＞ 

GoogleカレンダーAPI利用設定はシステム担当者で行い、Googleカレンダーと NI製品スケジュールとの連携は 

個人（社員）で設定していただくイメージです。 

 

GoogleカレンダーAPIを共通で設定し、スケジュール連携は個人で設定するためには以下の設定ステップで実施してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Step１ 

Google カレンダーAPI の 

有効化と認証情報の取得をする 

【共通】 

Google Developers Consoleで、GoogleカレンダーAPIの利用設定を 

行います。 

※共通で使用する APIの利用設定を行います。 

 

⇒詳細は、「2-3. GoogleカレンダーAPI の有効化と認証情報の取得」を

参照してください。 

Step２        

Google カレンダーへの 

権限付与設定 

【個人（社員）】 

Google API 認証情報で作成したサービスアカウントから指定のカレン

ダーがアクセスできるように、選択した Google カレンダーへの権限付

与設定をします。 

※Google API 認証情報で作成したサービスアカウントから指定のカレ

ンダーがアクセスできるように、Google API 認証情報で作成したサー

ビスアカウントの「メールアドレス」を個人（社員）ごとの Googleカ

レンダーに設定を行います。 

 

⇒詳細は、「2-4. Googleカレンダーへの権限付与設定」を参照してくだ

さい。 

 

GoogleカレンダーAPI：共通で設定 

システム管理者が共通で使用する Google 

カレンダーAPI設定を行う 

スケジュール連携：個人で設定 

システム管理者が共通で設定した GoogleカレンダーAPIを利用し、 

スケジュール連携設定は個人（社員）ごとに行う 
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Step3        

システム設定 

「スケジュール連携設定」 

システム管理者がスケジュール連携設定を行います。 

システム設定-スケジュール連携-スケジュール連携設定の「共通認証情

報」設定を行います。 

 

⇒詳細は、「2-2.システム設定：スケジュール連携設定」を参照してくだ

さい。 

 

Step4        

オプション設定 

「スケジュール連携設定」 

各社員がスケジュール連携を設定します。 

※社員ごとにスケジュール連携の設定変更を許可されている場合 

 

オプション設定-スケジュール連携設定の認証設定で「共通の認証情報を

利用する」を選択します。 

 

⇒詳細は、「2-6.オプション設定：スケジュール連携設定」を参照してく

ださい。 
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2-1-3.GoogleカレンダーAPI：個人設定、スケジュール連携：まとめて設定 手順 

 

＜運用イメージ＞ 

GoogleカレンダーAPI利用設定は社員（個人）で行い、Googleカレンダーと NI製品スケジュールとの連携は 

システム担当者で連携を管理していただくイメージです。 

 

GoogleカレンダーAPIを個人で設定し、スケジュール連携をまとめて設定するためには以下の設定ステップで実施してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Step１ 

Google カレンダーAPI の 

有効化と認証情報の取得をする 

【個人（社員）】 

Google Developers Consoleで、GoogleカレンダーAPIの利用設定を 

行います。 

 

⇒詳細は、「2-3. GoogleカレンダーAPI の有効化と認証情報の取得」を

参照してください。 

Step２        

Google カレンダーへの 

権限付与設定 

【個人（社員）】 

Google API 認証情報で作成したサービスアカウントから指定のカレン

ダーがアクセスできるように、選択した Google カレンダーへの権限付

与設定をします。 

※Google API 認証情報で作成したサービスアカウントから指定のカレ

ンダーがアクセスできるように、Google API 認証情報で作成したサー

ビスアカウントの「メールアドレス」を個人（社員）ごとの Googleカ

レンダーに設定を行います。 

 

⇒詳細は、「2-4. Googleカレンダーへの権限付与設定」を参照してくだ

さい。 

 

GoogleカレンダーAPI：個人で設定 

個人（社員）ごとに 

GoogleカレンダーAPI設定を行う 

 

スケジュール連携：まとめて設定 

システム管理者が全社員のスケジュール連携の連携有無・ 

連携設定を行う 
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Step3        

システム設定：社員情報 

「スケジュール連携」 

システム管理者が全社員のスケジュール連携の連携有無・連携設定をし

ます。 

※個人で設定した、Google Developers Console サービスアカウントの

メールアドレス、連携キーファイル、GoogleカレンダーのカレンダーID

を個人（社員）より頂いてください。 

 

システム設定-社員情報-スケジュール連携の認証設定を「個別に認証情

報を設定する」を選択します。 

 

⇒詳細は、「2-5.システム設定：社員情報」を参照してください。 
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2-1-4.GoogleカレンダーAPI：共通設定、スケジュール連携：まとめて設定 手順 

 

＜運用イメージ＞ 

Googleカレンダーのアカウントは個人（社員）で管理していて、 

GoogleカレンダーAPI利用設定を含め、Googleカレンダーと NI製品スケジュールとの連携まで全て 

システム管理者で管理していただくイメージです。 

 

GoogleカレンダーAPIを共通で設定し、スケジュール連携をまとめて設定するためには以下の設定ステップで実施してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Step１ 

Google カレンダーAPI の 

有効化と認証情報の取得をする 

【共通】 

Google Developers Consoleで、GoogleカレンダーAPIの利用設定を 

行います。 

※共通で使用する APIの利用設定を行います。 

 

⇒詳細は、「2-3. GoogleカレンダーAPI の有効化と認証情報の取得」を

参照してください。 

Step２        

Google カレンダーへの 

権限付与設定 

【個人（社員）】 

Google API 認証情報で作成したサービスアカウントから指定のカレン

ダーがアクセスできるように、選択した Googleカレンダーへの権限付与

設定を行います。 

※Google API 認証情報で作成したサービスアカウントから指定のカレ

ンダーがアクセスできるように、Google API 認証情報で作成したサー

ビスアカウントの「メールアドレス」を個人（社員）ごとの Googleカレ

ンダーに設定します。 

 

⇒詳細は、「2-4. Google カレンダーへの権限付与設定」を参照してくだ

さい。 

 

GoogleカレンダーAPI：共通で設定 

システム管理者が共通で使用する Google 

カレンダーAPI設定を行う 

スケジュール連携：まとめて設定 

システム管理者が全社員のスケジュール連携の連携有無・ 

連携設定を行う 
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Step3        

システム設定 

「スケジュール連携設定」 

システム管理者がスケジュール連携設定を行います。 

システム設定-スケジュール連携-スケジュール連携設定の「共通認証情

報」の設定をします。 

 

⇒詳細は、「2-2.システム設定：スケジュール連携設定」を参照してくだ

さい。 

 

Step4        

システム設定：社員情報 

「スケジュール連携」 

システム管理者が全社員のスケジュール連携の連携有無・連携設定を行

います。 

 

社員情報-スケジュール連携の認証設定を「共通の認証情報を利用する」

を選択します。 

 

⇒詳細は、「2-5.システム設定：社員情報」を参照してください。 
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2-2.システム設定：スケジュール連携設定 

スケジュール連携の全社的な利用について設定します。 

 

注意 

・スケジュール連携に必要な条件について 

 Googleカレンダーに連携するためには、製品がインストールされているサーバーから、 

443 ポートを通じて https://www.google.comへアクセス可能な環境が必要です。 

 社内のご担当者あるいはネットワーク業者へご確認ください。 

・カレンダーのデフォルト値が選択されている場合 

 カレンダーが一般公開になっていると、登録されたスケジュールも全て一般公開される為、 

ご注意ください。一般公開されたスケジュールは Googleウェブ検索や、Googleカレンダーの検

索結果に表示されます。 

 

2-2-1.スケジュール連携を設定する 

 

1． システム設定の より「スケジュール連携」の「スケジュール連携設定」を選択します。 

⇒「スケジュール連携設定」画面が表示されます。 

2． 必要事項を設定し、最後に ボタンをクリックします。 
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 項目名称 説明 

ひ スケジュール連携 他システム（Google）カレンダーとのスケジュール連携機能を利用するかどうか選択します。 

 連携サービス 連携するサービスを選択します。 

Ｄ 個人ごとの連携設定

の 

変更許可 

社員ごとに連携設定を行うことを許可するかしないかを選択します。 

「許可する」場合 

「オプション設定」-「スケジュール」メニューに「スケジュール連携設定」が追加されます。 

⇒詳細については、「2-6.オプション設定：スケジュール連携設定」を参照してください。 
 
「許可しない」場合 

システム設定画面から、利用社員分の連携メールアドレス等を設定します。 

⇒詳細については、「2-5.システム設定：社員情報」を参照してください。 

Ａ 連携サービスへの登

録 

顧客創造日報シリーズ、ＮＩコラボのスケジュールを、他システム（Google）カレンダーに

登録するかどうか選択します。 

Ｂ 

 

連携サービスからの 

取り込み 

他システム（Google）カレンダーのスケジュールを、顧客創造日報シリーズ、ＮＩコラボに

取り込むかどうか選択します。 

スケジュール取り込

み間隔 

他システム（Google）カレンダーからの取り込み間隔を選択します。（30、60、90、120、

150、180、210、240分から選択） 

※「カレンダーからの取り込み」が「取り込む」を選択した場合の設定です。 

Ｃ スケジュール公開設

定 

※ＮＩコラボを導入している場合の設定です。 

他システム（Google）カレンダーから取り込まれたスケジュールを公開するかどうかを選択

します。 

※「連携サービスからの取り込み」が「取り込む」を選択した場合の設定です。 

※日報製品ライセンスのみご利用の社員の場合は、常に非公開となります。 
 
「公開する」場合 

閲覧制限なしで取り込まれます。 

「公開しない」場合 

本人のみ閲覧可能な状態で取り込まれます。 

「個人設定」の場合 

オプション設定「スケジュール連携設定」に、「公開設定」が追加され、各社員が自由に選択

することができます。 

 

 

※Google カレンダーの公開設定を変更する場合の設定です。 

他システム（Google）カレンダーに取り込まれたスケジュールの公開設定を変更できます。 

スケジュール公開設定が「限定公開」から「カレンダーのデフォルト値」に変更して保存さ

れた場合のみ、以下の問い合わせが発生します。 

【オプション設定画面】 
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「限定公開」から「カレンダーのデフォルト値」に設定する場合は、「ＯＫ」を選択します。 

設定を変更しない場合は、「キャンセル」を選択します。 

※スケジュール公開設定（Google）は Googleカレンダースケジュールの以下の設定に作用

します。 

 

スケジュール公開設定（Google）で「カレンダーのデフォルト値」を選択している場合。 

コラボから Google へ登録されるスケジュールに対して、カレンダーのデフォルト値が選択

された状態となるよう、送信時に Google 側公開設定を行わない状態でスケジュールを送信

します。登録・更新されたスケジュールは、以下の状態となります。 

新規登録時は「カレンダーのデフォルト値」が選択された状態のスケジュールとして登録さ

れます。更新時は、更新前の状態を維持します。（更新でカレンダーのデフォルト値にする事

はありません） 

スケジュール公開設定（Google）で「限定公開」を選択している場合。 

コラボから Google へ登録・更新されるスケジュールに対して、限定公開が選択された状態

となるよう、送信時に Google 側公開設定をプライベート（限定公開）を指定した状態でス

ケジュールを送信します。登録・更新されたスケジュールは、以下の状態となります。 

新規登録時は「限定公開」が選択された状態のスケジュールとして登録されます。更新時も、

更新前の状態を問わず「限定公開」が選択された状態のスケジュールとして更新されます。 

 共通認証情報 Googleスケジュール連携で、共通利用する Google API への認証情報を指定します。 

連携メールアドレス 

Google Developers Console サービスアカウントのメールアドレスを指定します。 

連携キーファイル 

Google Developers Console サービスアカウントのキーファイルを選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【オプション設定画面】 
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2-3. Google カレンダーAPI の有効化と認証情報の取得 

 

Google カレンダーとの連携をおこなうための Google アカウントを作成してください。 

既に専用のアカウントを作成されている場合は、こちらの作業は不要です。 

 

https://accounts.google.com/signup にアクセスしてください。 

※上記 URLは 2015年 12月１4日時点にアクセス可能な URLになります。 

※作成方法については Googleのヘルプを参照してください。 

 

 

2-3-1.Google Calendar APIの設定 

 

Googleカレンダーとの連携をおこなうためには、Google Calendar APIを有効化する設定が必要になります。 

 

1. https://code.google.com/apis/console にアクセスし、専用アカウントでログインしてください。 

※上記 URLは 2015年 12月１4日時点にアクセス可能な URLになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://accounts.google.com/signup
https://code.google.com/apis/console
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2. 画面上部の「プロジェクトを選択してください」の「▼」より「プロジェクトの作成」を選択してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. プロジェクト名に「Calendar」と入力し、「作成」ボタンをクリックしてください。 

※プロジェクト名はお客様にて指定していただいて結構です、このマニュアルでは「Calendar」とします。 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「プロジェクトの作成」を選択 
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4. Google Apps APIに表示されている、「Calendar API」をクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5. Calendar API「有効にする」をクリックして有効にしてください。 
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6. 「認証情報に進む」をクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7. 「キャンセル」ボタンをクリックしてください。 
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8. 「認証情報を作成」をクリックし、「サービスアカウントキー」をクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9. サービスアカウントは「新しいサービスアカウント」を選択してください。 

名前に「Calendar」と入力、キーのタイプは「P12」を選択し、「作成」ボタンをクリックしてください。 
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10. ブラウザの下部に、ダウンロードされた P12 ファイルが表示されます。 

このファイルをドラッグ＆ドロップでデスクトップなどに保存してください。 

P12ファイルは弊社製品のシステム設定にて利用します。 

Serveice account created のウィンドウは、「閉じる」ボタンをクリックして閉じてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11. 画面、右中央に表示されている「サービスアカウントの管理」をクリックしてください。 
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12. メールアドレスの情報は、弊社システム設定および個人設定にてこの情報を利用します。 

情報をコピーしてクライアントパソコンのメモ帳などに貼り付けてください。 
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2-4.Google カレンダーへの権限付与設定 

 

注意 

・Google カレンダーへの権限付与設定前の注意事項 

設定の際は、API 用アカウントの作成から１時間以上経過してから設定を行ってください。 

アカウント作成直後に Googleカレンダーへの権限付与設定をした場合、Google側の準備が 

できていない為、正常に連携できない場合があります。 

エラーが出た場合は、さらに時間をあけて 2-4-1 の 4 の手順を再度行ってください。 

前回 2-4-1 の 4 の手順の手順で追加したユーザーは右の削除アイコンで削除してください。 

 

 

2-4-1.Google カレンダーにアクセスし、カレンダーの設定を変更する 

 

1． Google カレンダー画面の  ボタンの「設定」をクリックします。 

⇒「カレンダー設定」画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

2． カレンダー設定画面の「カレンダー」をクリックします。 

⇒「カレンダー」画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

3． NI製品と連携させるカレンダーの「このカレンダーを共有」または「共有：設定を編集」をクリックします。 

⇒カレンダーの詳細設定画面が表示されます。 
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4． Google API 認証情報で作成したサービスアカウントから指定のカレンダーがアクセスできるように、 

選択した Googleカレンダーへの権限付与設定をします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5． 入力後に  ボタンをクリックします。 

6． カレンダーの情報をクリックします。 

⇒「カレンダー情報」詳細画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Google API 認証情報で作成したサービスアカウントから指定のカレンダーがアクセスできるよ

うに、Google API 認証情報で作成したサービスアカウントの 

「メールアドレス（xxxx@xxxx.xxx.gserviceaccount.com）」を設定します。 

※メールアドレスの貼り付けの際、前後に空白が入っているとエラーが出ます。 

貼り付け後、確認をお願いします。 

 

Google API 認証情報で作成したサービスアカウントからスケジュールの登録、変更、削除が

できるように、「変更および共有の管理権限」を設定します。 

① ② ③ 

④ 
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7． 「カレンダーのアドレス」の「カレンダーID」は NI製品の「連携先カレンダー」として利用します。 

クライアントパソコンのメモ帳などにコピーしてください。弊社製品のオプション設定で必要になる情報です。 
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2-5.システム設定：社員情報 

システム設定メニューから、スケジュール連携の連携有無・連携設定を社員ごとに行います。 

 

2-5-1.連携情報を登録する 

 

補足  

・システム管理者が一括設定する場合、各社員の連携の有無、認証設定、連携メールアドレス/ 

連携キーファイル/連携カレンダーはこの画面より設定します。 

・社員情報データの登録・更新は、以下の設定箇所より CSVファイルで一括処理することもできます。 

⇒使い方については、システム設定マニュアル[基本設定・セキュリティ・運用管理]を参照してく

ださい。 

 

注意 

・連携開始時の連携情報について  

製品と Google カレンダーを連携させた場合、連携がＯＮになった時点からの情報が

Googleへ送信されます。 

反対に、Google カレンダーの情報は前月月初からのスケジュール情報が製品へ送信され

ます。 

※ＮＩコラボ・顧客創造日報シリーズの連携開始前の情報が Google側へ自動で送信され

る事はありません。 

連携設定以降に登録・更新を行った情報が Google側へ送信されます。 

 

・設定の際、以下の注意事項も併せて確認してください。 

 ⇒「2-7.スケジュール連携における注意事項」 

 

1． システム設定の より「社員」の「社員情報」を選択します。 

⇒「社員情報（一覧）」画面が表示されます。 

2． スケジュール連携する社員をを選択します。 

⇒編集画面が表示されます。 

3． 「スケジュール連携」項目にて、必要事項を入力し最後に ボタンをクリックします。 

4． 次に、正しく連携されているかどうか確認します。 

より「スケジュール連携」の「スケジュール連携ログ」を選択します。 

⇒「スケジュール連携ログ」画面が表示されます。 

5． 一覧画面にエラーログが表示されていないか確認します。 

エラーが表示されている場合は、その内容に従って設定をご確認ください。 

※エラー内容の具体例については、「4.」を参照してください。 
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【システム設定-社員情報画面】 

 

※連携メールアドレス/連携先カレンダーの貼り付けの際、前後に空白が入っているとエラーが出ます。 

貼り付け後、確認をお願いします。 

 

項目名称 説明 

スケジュール連携 スケジュール連携機能を利用する場合、以下の項目を設定してください。 

※この設定を有効にするためには、「スケジュール連携」-「スケジュール連携設定」のスケ

ジュール連携項目を「連携する」にチェックを入れてください。 

スケジュール連携設定 社員毎の連携状態を設定します。 

※「使用禁止」・・・個人ごとの連携設定の変更が許可されている

場合、特定の社員のみ使用を禁止する設定。 

この設定により、個人ごとの設定許可も禁止されるため使用不可

となります。 

認証設定 個別に認証情報を設定するか、システム設定-スケジュール連携設定

で設定した共通の認証情報を利用するかを選択します。 

※共通の認証情報を選択した場合、共有の情報を利用するため、 

連携メールアドレスと連携キーファイルの項目が非表示になり

ます。 

連携メールアドレス Google Developers Console サービスアカウントのメールアドレ

スを指定します。 

※共通の認証情報を利用した場合は入力の必要はありません。 

連携キーファイル Google Developers Console サービスアカウントのキーファイル

を選択します。 

※共通の認証情報を利用した場合はファイルを選択する必要はあ

りません。 

連携先カレンダー 連携したい GoogleカレンダーのカレンダーIDを入力します。 
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2-6.オプション設定：スケジュール連携設定 

各社員が個別にスケジュール連携について設定します。 

 

補足  
・システム設定「スケジュール連携設定」の「個人ごとの連携設定の変更許可」を 

「許可しない」場合、この画面は非表示となります。 

 

注意 

・連携開始時の連携情報について  

製品と Google カレンダーを連携させた場合、連携がＯＮになった時点からの情報が

Google へ送信されます。反対に、Google カレンダーの情報は前月月初からのスケジュ

ール情報が製品へ送信されます。 

※ＮＩコラボ・顧客創造日報シリーズの連携開始前の情報が Google側へ自動で送信され

る事はありません。連携設定以降に登録・更新を行った情報が Google側へ送信されます。 

・設定の際、以下の注意事項も併せて確認してください。 

 ⇒「2-7.スケジュール連携における注意事項」 

 

 

2-6-1.個人ごとに設定する（ＮＩコラボ） 

1. 画面下方の「オプション設定」をクリックします。 

⇒オプション設定画面が開きます。 

2. オプション設定メニューから「スケジュール」の「スケジュール連携設定」を選択します。 

3. 「スケジュール連携設定」を「連携する」にチェックします。 

⇒設定項目が下側へ追加されます。 

 

 

 

 

 

4. 「認証設定」「連携メールアドレス」「連携キーファイル」「連携先カレンダー」を入力し、 

ボタンをクリックします。 

⇒連携先カレンダーに連携するカレンダーが表示されます。 

※エラーメッセージが表示された場合、「4.」を参照してください。 

5. その他必要事項を入力し、最後に ボタンをクリックします。 
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※連携メールアドレス/連携先カレンダーの貼り付けの際、前後に空白が入っているとエラーが出ます。 

貼り付け後、確認をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1/2 
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項目名称 説明 

スケジュール連携設定 他システム（Google）カレンダーとスケジュール連携するかどうか選択します。 

連携する場合、設定項目が下側に表示されます。 

公開設定 他システム（Google）カレンダーから取り込まれたスケジュールを公開するかどうかを

選択します。 

認証設定 個別に認証情報を設定するか、システム設定で設定した共通の認証情報を利用するかを選

択します。 

※共通の認証情報を選択した場合、共有の情報を利用するため、連携メールアドレスと連

携キーファイルの項目が非表示になります。 

連携メールアドレス Google Developers Console サービスアカウントのメールアドレスを指定します。 

※共通の認証情報を利用した場合は入力の必要はありません。 

連携キーファイル Google Developers Console サービスアカウントのキーファイルを選択します。 

※共通の認証情報を利用した場合はファイルを選択する必要はありません。 

連携先カレンダー 

 

 

 

 

 

 

連携したい GoogleカレンダーのカレンダーIDを入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

補足  

・以下の項目は顧客創造日報シリーズを導入し、製品を利用できる社員のみ利用できる項目です。 

・顧客創造日報シリーズ側で同様の設定ができます。 

⇒設定項目の詳細は、「2-6-2.個人ごとに設定する（顧客創造日報シリーズ）」を参照してください。 
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2-6-2.個人ごとに設定する（顧客創造日報シリーズ） 

 

1. 左メニューより「オプション設定」を選択します。 

⇒オプション設定画面が開きます。 

2. オプション設定メニューから「スケジュール連携設定」を選択します。 

3. 「スケジュール連携設定」を「連携する」にチェックします。 

⇒設定項目が下側へ追加されます。 

 

 

 

 

 

4. 「認証設定」「連携メールアドレス」「連携キーファイル」「連携先カレンダー」を入力し、 

ボタンをクリックします。 

⇒連携先カレンダーに連携するカレンダーが表示されます。 

※エラーメッセージが表示された場合、「4.」を参照してください。 

5. その他必要事項を入力し、最後に ボタンをクリックします。 

 

※連携メールアドレス/連携先カレンダーの貼り付けの際、前後に空白が入っているとエラーが出ます。 

貼り付け後、確認をお願いします。 
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項目名称 説明 

スケジュール連携設定 他システム（Google）カレンダーとスケジュール連携するかどうか選択します。 

公開設定 他システム（Google）カレンダーから取り込まれたスケジュールを公開するかどうかを

選択します。 

認証設定 個別に認証情報を設定するか、システム設定で設定した共通の認証情報を利用するかを選

択します。 

※共通の認証情報を選択した場合、共有の情報を利用するため、連携メールアドレスと 

連携キーファイルの項目が非表示になります。 

連携メールアドレス Google Developers Console サービスアカウントのメールアドレスを指定します。 

※共通の認証情報を利用した場合は入力の必要はありません。 

連携キーファイル Google Developers Console サービスアカウントのキーファイルを選択します。 

※共通の認証情報を利用した場合はファイルを選択する必要はありません。 

連携先カレンダー 

 

 

 

 

連携したい GoogleカレンダーのカレンダーIDを入力します。 
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項目名称 説明 

商談予定・業務予定連携設定 他システム（Google）カレンダーに商談予定・業務予定を連携するかどうか選択しま

す。 

連携する場合、連携対象外の情報について以下の項目を設定します。 

商談情報連携設定 連携対象外にする商談情報「商談目的」（訪問件数カウント分）を選択します。 

商談情報連携設定 

（訪問件数としてカウント

しないもの） 

連携対象外とする商談情報「商談目的」（訪問件数カウント外）を選択します。 

業務情報連携設定 連携対象外とする業務情報「業務名」を選択します。 

 

補足  
・「実績」の商談・業務はスケジュール連携の対象外です。 

なお、「予定」が「実績」となったスケジュールも連携対象外となります。 
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2-7.スケジュール連携における注意事項 

他システムカレンダー（Googleカレンダー）と連携する際の注意事項は、以下の通りです。 

1/3 

 項目 説明 

1 Google共有カレンダーに 

ついて 

ＮＩコラボ、顧客創造日報シリーズの連携先カレンダーに設定する Googleカレンダー

は社員毎に違うカレンダーを設定してください。 

Googleのカレンダーを共有している場合、異なるアカウントでも同じカレンダーを共

有する事が可能ですが、ＮＩコラボ、顧客創造日報シリーズの連携先カレンダーに設

定する Googleカレンダーは社員毎に違うカレンダーを設定してください。 

複数の社員が同じカレンダーを設定すると、同期が正常に行われなくなります。 

※Googleカレンダーを共有していない場合は、上記の問題は発生しません。 

2 Google 側で登録したスケ

ジュールの取り消しについ

て 

Googleカレンダーでスケジュールを登録した後、登録直後は「取り消し」が可能とな

ります。 

スケジュールの登録と取り消しの間にＮＩコラボ、顧客創造日報シリーズとの連携処

理が発生した場合、件名や内容のないスケジュールが取り込まれる可能性があります。 

極力、登録直後の「取り消し」は行わず、不要なスケジュールは「削除」してくださ

い。 

※ＮＩコラボをお使いのお客様は、ＮＩコラボ側で不要スケジュールの削除が行えま

す。 

※日報製品のみをお使いのお客様は、ＮＩコラボ、顧客創造日報シリーズ側には削除

機能がないため、不要スケジュールが残り続けます。 

※まれに登録した後に削除を行った場合にも同じ状況が発生する可能性があります。 

3 標準以外のカレンダーを 

選択する場合１ 

Google カレンダーではカレンダーを複数共有する事ができ、ＮＩコラボ、顧客創造日

報シリー 

ズ側では連携するカレンダーを共有しているカレンダーから、一つ指定する必要があ

ります。 

Google カレンダーの詳細画面に表示されているカレンダーIDを入力してください。 

社員情報、個人のオプション設定の両方から連携先カレンダーの入力が可能です。 

共有している複数のカレンダーがあり、カレンダーの指定が無い場合は連携エラーと

なります。 

4 標準以外のカレンダーを 

選択する場合２ 

ＮＩコラボ、顧客創造日報シリーズと連携する連携先カレンダーを変更する場合、変

更したカレンダーの前月月初までの期間を同期します。 

そのため、連携先カレンダーを変更した場合、スケジュールが重複する可能性があり

ます。 

重複したスケジュールはＮＩコラボ、又は Googleカレンダーにて削除してください。 

※連携先カレンダーの変更は社員情報と個人オプション設定から可能です。 

5 Google カレンダーのカレ

ンダー追加時の問題 

Google カレンダーでカレンダーを追加した際、国名「日本」、タイムゾーン「東京」

になっていても、正常に保存されない現象が確認されています。 

タイムゾーンが正常に日本以外に設定されている場合、ＮＩコラボ、日報製品から登

録したスケジュールの時間がずれる可能性があります。 

カレンダーを追加した場合は、必ず設定を開いて、国名「日本」、タイムゾーン「東京」

に設定されている事を確認してください。 

設定が正しくない場合は、選択しなおして保存してください。 

※メイン画面のマイカレンダー下部の追加リンクよりカレンダーを追加した場合に上

記現象が確認されております。 

※2010 年 11 月現在の情報であるため、Google 側で対処されている可能性もありま

す。 



 

 34 スケジュール連携マニュアル 

 

2/3 

 項目 説明 

6 Google カ レ ン ダ ー と

Internet Explorer（IE）の

問題 

ＮＩコラボのスケジュールに半角「&<>」を設定した場合、又は SFAの商談情報等の

リンクが含まれるスケジュールを IE で表示した場合、スケジュールの内容が改行され

ていないように表示されます。 

※2010年11月現在の情報であるため、Google側で対処されている可能性もあります。 

7 Google で定期スケジュー

ルの先頭のスケジュールを

削除した場合の動作 

顧客創造日報シリーズでは、Google へのリンクを表示していますが、Google で定期

スケジュールを登録したあと、先頭の日付のスケジュールを個別に削除した場合は、リ

ンク先のスケジュールが削除されるため、Googleで該当の日付を開く事ができません。 

8 Google にスケジュールが

２重登録される問題 

送受信が頻繁に発生すると、Googleカレンダーにスケジュールが２重で登録される可

能性があります。 

主に Googleサイトが重たくなった場合に発生する現象です、２重登録されたスケジュ

ールは、ＮＩコラボ、顧客創造日報シリーズ側で内容を変更していただくと、片方だけ

連携され変更されますので、変更されなかったほうのスケジュールは削除してくださ

い。 

※2010年11月現在の情報であるため、Google側で対処されている可能性もあります。 

9 他社製品とのスケジュール

連携について 

他社製品とのスケジュール連携については、サポート対象外となります。 

Googleカレンダーに対して他社製品機能により操作されたスケジュールは、 

スケジュール情報のフォーマット、状態、操作されたタイミングにより、 

正常にＮＩ製品へ取り込めない場合があります。 

10 プロキシサーバー経由の外

部接続について 

Googleカレンダーとの通信を行う際、認証の必要なプロキシサーバー経由の通信には

対応しておりません。 

Googleカレンダーとの連携を行うためには、NI製品のWEBサーバーから Googleへ

の通信が必要となります。 

プロキシサーバーを経由しないと外部への通信が行えない場合、認証の不要なプロキシ

サーバーであれば、 

システム設定＞運用管理＞プロキシ設定に、アドレスとポート番号を指定する事で通信

が可能となります。 

しかし、プロキシサーバーに認証（ユーザー名とパスワード）が必要な場合は、非対応

となりますので、 

プロキシサーバーを経由しない通信、又は、認証の不要なプロキシサーバーの環境をご

用意ください。 

11 サーバー時刻のズレについ

て 

Google連携を行う上で、サーバー時刻のズレは正常にスケジュールが同期できなくな

る問題の原因となります。 

30 秒以上のズレがある場合、ＮＩ製品側と Google 側の同期済みスケジュールの更新

が正常に行えなくなる可能性が発生します。 

最後に更新された情報を最新として反映しますが、サーバー時刻のズレによって、正常

な判断が出来なくなります。 

55分以上のズレがある場合、Googleサーバーへの接続が出来なくなり、連携が完全に

停止します。 

時刻のズレが 55 分以上の場合は、Google 側で認証がエラーになりますので、すぐに

サーバー時刻を補正してください。 

12 API利用制限について Googleのアカウント、又はご契約の GoogleAppsにより、一日の API利用回数が制限

されています。 

フリーの Googleアカウントの場合、回数制限に掛からないよう調整してありますが、 

GoogleAppsの場合は、ご契約毎に設定が異なりますので、APIの利用率を確認して制

限に掛からないよう調整してください。 

※フリーの Google アカウントの場合の回数制限は、今後、Google 側により変更され

る可能性があり、ＮＩ製品はその回数制限に合わせて調整されます。 
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 項目 説明 

13 Google から取得できる日

時範囲について 

プラットフォームの関係から 2037年までのスケジュールのみ受信して表示可能です。 

2037年以降は日付の逆転が発生し、受信してもＮＩコラボ上で表示できません。 

Google 側でスケジュールを作成する際に終了日又は回数を指定する場合は、2037 年

までのスケジュールとなるようにしてください。 

終了日が無しの場合は問題ありません。 
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3.スケジュール連携について 

 

3-1.ＮＩコラボとの連携 

他システムカレンダー（Googleカレンダー）とＮＩコラボを連携することができます。両側でスケジュールを登

録・照会ができます。 

 

                                                            

[ＮＩコラボ：スケジュール画面] 

 

 

                                                            

[Googleカレンダー画面] 

 

Googleカレンダーへ 

NIコラボへ 
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3-1-1.連携の特徴 

連携の特徴は以下の通りです。 

 

  [ＮＩコラボ ⇒ Google カレンダー] 

共有社員情報・設備・備品の情報 

Googleカレンダーは、社員情報などを持っていない為、共有社員の情報や、設備・備品の情報は、本文の

追加情報として登録されます。 

 

 

  [Google カレンダー ⇒ ＮＩコラボ] 

カレンダーの表示 

ＮＩコラボに取り込まれたスケジュールは、 アイコンが表示されます。 
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3-1-2.注意事項について 

他システムカレンダー（Googleカレンダー）と連携する際の注意事項は、以下の通りです。 

 

 

 

1/3 

 項目 説明 

1 リッチテキストについて ＮＩコラボのスケジュールをリッチテキストで作成した場合、Google カレンダーは対

応できません。Googleカレンダーへはプレーンテキストで送信されます。 

Google カレンダー側でスケジュールの説明欄を変更した場合は、ＮＩコラボのスケジ

ュールもプレーンテキストになります。 

2 休日オプションについて ＮＩコラボスケジュールの「翌日／前日／除外」休日オプションを使用した場合、その

スケジュールはＧｏｏｇｌｅカレンダーと連携できません。 

（Ｇｏｏｇｌｅ側にＮＩコラボスケジュールと同等機能がないため） 

 

3 設備・備品について 「設備・備品」が選択されているスケジュールを Googleカレンダー側で日時の変更を

行った場合、選択されている設備・備品の情報をクリア（予約解除）します。 

（ＮＩコラボ内での設備・備品の重複を避けるため） 

予約解除された場合、スケジュールの担当者に「ポータル通知」されます。 

該当スケジュールの設備・備品の情報を再度選択して保存しなおしてください。 
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2/3 

 項目 説明 

4 スケジュールの重複チェッ

クについて 

ＮＩコラボの重複したスケジュールをチェックの場合においても、Google側から登録

したスケジュールは「重複チェック」をせずＮＩコラボに取り込まれます。 

Google側から取り込んだスケジュールは「連携アイコン」が表示されるため、ＮＩコ

ラボで再保存していただく事で重複チェックを行う事ができます。 

 

ＮＩコラボで登録したスケジュールを Google側で日時を変更した場合、ＮＩコラボに

変更を取り込む際、変更があったスケジュールの情報を「ポータル通知」にてお知らせ

いたします。 

（重複チェックが行えない為） 

※ポータル通知が通知されるのは、重複したスケジュールのチェックを行う設定になっ

ており、ＮＩコラボのスケジュールをGoogle側で日時を変更した場合のみとなります。 

Googleに存在しない定期スケジュールパターンを登録した場合 

「毎月第○と第○の○曜日」といった週を 2つ指定した定期スケジュールはＮＩコラボ

のオリジナル機能です。この定期スケジュールを登録すると、Googleカレンダー上に

は表示されますが、日付変更を伴う変更を行なうと、定期設定パターンの情報が欠落し、

変更されます。 

ＮＩコラボで毎月最終○曜日の指定を登録した場合 

Google 側でそのスケジュールを編集すると、「最終○曜」日の設定が解除され、「第 4

週の○曜日」と変更される場合があります。 

5 Google 側でＮＩコラボス

ケジュールの件名のキーワ

ードを手入力した場合 

ＮＩコラボ側で件名キーワードを選択して登録されたスケジュールをGoogleカレンダ

ー側で編集すると、件名キーワードが重複表示されます。 

 

 

 

 

6 定期スケジュールを「すべ

て編集する」を使用して内

容変更を行った際の動作に

ついて 

ＮＩコラボで定期スケジュールを「すべて編集する」を使用して変更した場合、個別編

集したスケジュールは変更されません。 

しかし、Googleでは、定期スケジュールの全体を編集した場合、個別編集したスケジ

ュールへ内容が反映されます。 

この動作により、Googleと連携しているスケジュールについては、ＮＩコラボ側で「す

べて編集する」により内容を変更すると、Google側で個別編集されたスケジュールに

反映・更新が行なわれ、その内容がＮＩコラボスケジュール側に反映される場合があり

ます。 

7 Google 側で定期スケジュ

ールを変更した場合の動作

について 

Google側で定期スケジュール全体の日付に関する内容を変更した場合、個別編集され

ているスケジュールがリセットされます。 

その内容がＮＩコラボ側へ連携すると、個別編集した情報が削除されます。 

Google側で定期スケジュールの「日付」「時刻」や「終日」の変更などを行う場合、ご

注意ください。 
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3/3 

 項目 説明 

8 Google 側で定期スケジュ

ールの一部を編集し、「以

降すべて」で保存する場合

の注意事項 

Google側で定期スケジュールの一部を編集し、「以降すべて」で保存すると、 

その編集した日のスケジュール以降が別のスケジュールとして保存されます。 

そのため、「以降すべて」で保存した場合、個別編集と違い、ＮＩコラボ側には新規の

スケジュールとして取込まれますのでご注意ください。 

また、個別編集を含むスケジュールに対して以降の予定を更新した場合、個別編集した

スケジュールが表示される等、本来は隠すべきスケジュールが表示される事がありま

す。 

9 

 

ＮＩコラボからGoogleへ

スケジュールを送信した

場合 

本文の内容が 5000文字を超える場合、カットされ” ... (以下省略)”の文字が表示され

ます。 

10 Google 表示できる長期間

スケジュールについて 

ＮＩコラボや Googleで長期間のスケジュール（期限なし等）を作成した場合、Google

カレンダーでは一定期間以降は表示されません。 

こちらは Google カレンダーの仕様となり、Google で作成したスケジュールも同様の

表示となります。 

ＮＩコラボでは期間で表示をしない事はしていないので、ＮＩコラボのカレンダーで表

示可能な範囲であれば、常に表示されます。 

11 Google 定期スケジュール

の更新「個別編集」につい

て 

ＮＩコラボにて共有社員を設定し、その社員が Google連携をしている場合は、共有さ

れた社員の Googleカレンダーにも同期しますが、 

ＮＩコラボで定期スケジュールの個別編集にて共有社員を削除した場合、共有された社

員の Googleカレンダーには個別編集が反映されない事があります。 

※個別編集が Googleカレンダーに反映された後に、改めて共有社員を削除した場合は

正常に反映されます。 

この事象はＮＩコラボのスケジュール共有機能はGoogleカレンダーとは異なる機能の

為に発生します。 

 

 

補足  
・他システムカレンダー（Googleカレンダー）と連携する際、以下の制約事項がございます。 

 ⇒詳細は、「4.制約事項」を参照してください。 
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3-2.顧客創造日報シリーズとの連携 

他システムカレンダー（Googleカレンダー）と顧客創造日報シリーズを連携することができます。 

両側でスケジュールを登録・照会ができます。 

 

                                [顧客創造日報シリーズ：スケジュール画面] 

 

 

                                                           

[Googleカレンダー画面] 

 

Googleカレンダーへ 

顧客創造日報シリーズへ 
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3-2-1.連携の特徴 

連携の特徴は以下の通りです。 

 

 [顧客創造日報シリーズ ⇒ Google カレンダー] 

「場所」項目について 

Googleカレンダーの「場所」項目は、商談予定の顧客プロフィールに登録された「住所」を自動的にセッ

トします。 

   

 

商談情報・業務情報の更新 

Googleカレンダー側から更新された商談情報・業務情報の内容は、顧客創造日報シリーズ側には反映しま

せん。 

※顧客創造日報シリーズ側で更新された内容は、Googleカレンダー側へ更新します。 

対象となる商談情報・業務情報 

対象となる情報は、予定情報のみです。（※実績情報は対象外） 

なお、予定から実績となった場合も対象外となる為、Googleカレンダーは予定のまま残ります。 
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  [Google カレンダー ⇒ 顧客創造日報シリーズ] 

カレンダーの表示 

顧客創造日報シリーズに取り込まれたスケジュールは、 アイコンが表示されます。 

 

取り込まれたスケジュール 

取り込まれたスケジュールは、常に非公開となります。（※本人のみ閲覧が可能。） 

※但し、ＮＩコラボ製品を導入しており、利用権限が付与されている場合は公開するか、非公開とするかをシステム

設定画面上で設定します。 
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3-2-2.注意事項について 

他システムカレンダー（Googleカレンダー）と連携する際の注意事項は、以下の通りです。 

 

 項目 説明 

1 ＮＩコラボと顧客創造日報

シリーズの両方の利用権限

がある場合 

Googleカレンダーで登録されたスケジュールは、ＮＩコラボスケジュールとして取り

込まれるため、顧客創造日報シリーズ上では表示しません。 

日報上で表示したい場合、以下の設定を行ってください。 

⇒ＮＩコラボ「オプション設定」より、「スケジュール」-「連携設定」-「（日報を選択）」

-「日報スケジュール表示設定」を“表示する”に設定します。 
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3-3.iOS 端末（iPhone、iPad）の標準カレンダーアプリ情報との連携 

iOS 端末（iPhone、iPad）の標準カレンダーアプリ情報を Google カレンダーを経由し弊社製品に取り込むこと

ができます。 

 

補足  
・動作確認は iOS端末の標準カレンダーでのみ行っております。 

標準カレンダー以外の iOS端末向けアプリとの連携については動作未確認となります。 

 

                                                       

3-3-1.カレンダー同期 

iOS端末の標準カレンダーと Googleカレンダーを同期するには、GMailや CalDAV、Exchangeを使って同期し

てください。 

 

Googleを利用する方法（GMail） 

アカウントを追加の画面で Googleを選択し、メール・連絡先・カレンダー・メモ等を同期する設定の内、 

カレンダーを連携する機能を利用する。 

  https://support.google.com/calendar/answer/151674?rd=1 

 

CalDAVを利用する方法 

アカウントを追加の画面でその他＞CalDAVを選択し、カレンダー・リマインダーを同期する設定の内、 

カレンダーを連携する機能を利用する。 

CalDAVを指定する場合、サーバーは「www.google.com」となります。 

※CalDAVとは、電子カレンダー用のサーバー向けに作られた通信規格です。 

 

Exchangeを利用する方法 

GoogleApps（有料サービス）、又は、無料の Exchangeサービス停止以前からお使いのアカウントのみご利用

可能です。 

  https://support.google.com/a/users/answer/138740?hl=ja 

※2013 年 1 月末を持って Google による iPhone 含む iOS デバイスに向けた Exchange のサポートが終了し

ており、新規の無料アカウントの作成は不可能な状態となっております。 

 

補足  

・iOS端末の標準カレンダーを同期する場合、以下の制約事項がございます。 

 ⇒詳細は、「4.制約事項」を参照してください。 

また、記載の無いケースについても、iOS や Google 側の仕様変更により同期できないケースが

発生する可能性があります。 

https://support.google.com/calendar/answer/151674?rd=1
https://support.google.com/a/users/answer/138740?hl=ja
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4.制約事項  

スケジュール連携を使用するためには、以下の制約事項がございます。 

 

 項目 

1 NI コラボでは設定できないスケジュール情報は完全な同期はいたしません。 

  例１）繰り返し、毎月、３日、４日、５日にスケジュール登録する。 

  例２）繰り返し、毎年、１月、２月にスケジュール登録する。 

     iOS 端末の繰り返し＞カスタム＞毎年、を選択すると月が選択される為、上記に該当します。 

  例３）Google の「以降の更新」や iOS 端末の「今後のイベントも保存」で更新したスケジュール。 

2 以下の特定の操作については現状対応しておりません。 

  １．iOS 端末にて定期的に繰り返すスケジュールの個別削除は反映しません。 

  ２．iOS 端末にて定期の条件に合致しない日を開始日とした定期的に繰り返すスケジュールの開始日のスケジュ

ールは反映しません。 

3 NI コラボの閲覧制限、共有社員、設備情報について。 

  １．NI コラボにて閲覧制限や共有社員を設定してあるスケジュールを、更新する際に 

    Google の「以降の更新」や iOS 端末の「今後のイベントも保存」を行うと、閲覧制限や共有社員の設定が 

解除されます。 

    特に閲覧制限を掛けているスケジュールの更新は可能な限り、NI コラボから行ってください。 

  ２．NI コラボの閲覧制限、共有社員、設備情報は Google カレンダー及び iOS 端末の標準カレンダーには影響

を与えません。 

    閲覧制限、共有社員、設備情報は、スケジュール内容の一部として文字情報として記載されます。 
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5.トラブルシューティング 

 

スケジュール連携設定を行ったが連携されない。 

 

スケジュール連携ログより、エラーログが記録されていないかご確認ください。エラーが表示されている場合、その内容に従

って設定をご確認ください。エラーの内容が不明で連携できない場合、NIコンサルティング ヘルプデスクまでお問い合わせ

ください。 

 

■設定箇所 

 システム設定の より「スケジュール連携」の「スケジュール連携ログ」 

 

Googleカレンダー連携時のエラーログ具体例 説明 

HTTP Error: Unable to connect  

～https://www.googleapis.com/～ 

Google カレンダー側サーバーにアクセスできない状態です。 

ログメッセージに記載されているアドレスに NI 製品の WEB

サーバーから通信できる環境が必要となります。 

HTTP Error: Unable to connect  

～https://accounts.google.com/～ 

登録されている情報でGoogleカレンダーへログインができな

い状態です。 

GoogleのAPI用アカウントを作成した直後等も同様のエラー

が発生する事があります。 

API用アカウントの作成から 1時間程度経過しても、エラーが

発生する場合は、登録内容の確認をしてください。 

指定されている連携カレンダーが見つかりませんで

した。連携情報を確認してください。 

連携先として指定しているカレンダーに共有設定がされてい

るかご確認ください。 

Google カレンダーとの連携には、連携メールアドレスを連携

先カレンダーの共有に管理者権限として設定する必要があり

ます。 

Unable to parse the p12 file. Is this a .p12 file? Is 

the password correct? 

また、P12キーファイルの登録がありません。  

連携キーファイルの登録がないか、連携メールアドレスと連携

キーファイルのセットが異なる可能性があります。 

社員情報、又は個人オプション設定からスケジュール連携設定

を再設定してください。 

接続に必要な連携メールアドレスが設定されていま

せん。 

連携メールアドレスが未登録の状態となっている可能性があ

ります。 

社員情報、又は個人オプション設定からスケジュール連携設定

を再設定してください。 

Error refreshing the OAuth2 token ～ 連携メールアドレスや P12 キーファイルが間違っている可能

性があります。 

社員情報、又は個人オプション設定からスケジュール連携設定

を再設定してください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 商標 

本説明書に登場する会社名、製品名は各社の登録商標、商標です。 

○ 免責 

本説明書に掲載されている手順による操作の結果、ハード機器に万一障害などが発生しても、弊社では一切の責任を負いま

せんのであらかじめご了解ください。 

○ 発行 
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サポートデスク 

E-mail：support@ni-consul.co.jp Fax：082-511-2226 

営業時間：月曜日～金曜日 9:00～12:00、13:00～17:00（当社休業日、土・日・祝日を除く） 
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